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嶋嶺雄 Mineo Nakαjimα 

国際教養大学・理事長・学長
President, Akita International University 

国際教畿大学（Akita International University）理事

長・学長の中嶋でございます。 日仏の交流lま、 実は私が国

立大学協会の国際交流委員長の時に始まりましたので、 今

日こういう形でここに再びお招きいただいて大変嬉しく考

えております。 日仏交流は非常に大事だと思っており、

長い間エラスムス計画のアジア太平洋パージョンである

UMAP (University Mobility in Asia and the Pacific) 

のInternational Secretariatの事務総長もしており、 ヨー

ロッパの高等教育からは色4学ぶところが非常に多いと思

います。 そこで今日はテーマにあるように、 グローパル・

スタンダードの大学とは、 という形でお話します。

今日のテーマの中にも国際化という言葉がありますが、

国際化という言葉自体がもはや古くなりつつあるような世

界の急激な変化の中で、今やインターナショナリゼーショ

ンよりもグローパリゼーションというコンセプ卜の方が非

常に有効だと思います。 中国語で言うと良く分かるのです

が「全球化」、 全てがglobeのようになるということであ

り、 そのような状態に果たして日本の大学が対応している

のか、 グローパル化の時代にふさわしいカリキュラムの内

容や、 大学のシ ステムを作っているかが深刻に問われなけ

ればいけない時期にきていると思います。

私が参加致しました内閣の教育再生会議では、かなりそ

のことが真剣に議論されました。 今日はそのグローパル化

についての教育再生会議のリポートから入っていきます

が、 特に具体的には、 例えば9月入学について、 日本の大

学は皆4月に入学するのでグローパルなスタンダードと合

いません。 国際教養大学では既に9月入学を導入しており

ますが、 日本の大学ではまだほんの一部でしかありませ

ん。 またカリキュラムにはインターナショナル・コードを

付けており、100番台は非常にイントロダクトリーなコー

ス、 400番台l立高度のアプライズドなコースといったイン

ターナショナル・ コードを殆どの大学はまだ付けていませ

んので、 留学生交流をしても単位の交換を十分やっていな

いと思います。 クレジット・トランスファーは非常に重要

な問題で、 日本ではUCTSつまりUMAPのクレジット・

トランスファー・スキームが非常に有効ですけれども、 こ

れは正にECTS(Europeanクレジット・トランスファー ・

スキーム）をアジア太平洋パ ージョンに作り直したもの

です。 例えばアメリカの大学とのクレジット・ トランス

ファーは誤差がほんの少ししかない、 l対0.97ぐらいでク
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Les echanges entre la France et le Japon, lorsque j’etais 

directeur des relations pour les 邑changes internationau.x au 

sein de l'association des universites japonaises. Ce thをme

a ete beaucoup debattu depuis que je suis directeur des 

echanges internationaux, J’accorde moi-meme beaucoup 

げimportance a山echanges France-Japon et la version Asie 

Pacifique humain du projet ERASMUS. 

J’白昼te secretaire g岳n邑ral pour ce programme Asie pacifique 

et j'ai pense qu’il y avait beaucoup de choses a apprendre de 

son homolo思』E europeen. 

Aujourd'hui je souhaite parler des echanges franco・japonais

et des universites au niveau mond ia l. On parle beaucoup 

d’internationalisation alors que ce mot est deja un peu ancien 

de nos jours, c’est dire combien !'evolution est rapide au 

niveau mondial. En effet, on parle aujourd’hui beaucoup plus 

de mondialisation que d’internationalisation. La mondialisation 

est sans doute plus e伍cace comme terme a employer plutot 

que l'internationalisation. En chinois cela est represente sous 

la forme d’un globe. 

Est-ce que les universites japonaises s’adaptent bien a ce 

contexte? Est-ce qu’elles o自民nt des cursus ou des contenues 

dignes de cette mondialisation? C’est la une problematique 

sur laquelle ii faut serieusement reflechir. 

Moi-meme j'ai participe a une conference avec des 

personnalites de renoms, organisee par le gouvernement 

sur la regeneration ou la reconstruction de l’enseignement 

entre 2006 et 2008. Je vais citer une remarque faite dans le 

de山色me rapport. 

Dans le rapport de cette conference on a evoque par 

exemple le fait que de favoriser la rentree en septembre 

alors qu冶u Japon l'annee scola1re commence en avril, cela 

commence a etre pratique mais pas encore generalise. Des 

o位es de cursus destinees a山etudiants etrangers ne sont pas 

encore nombreuses. Au moment d’un echange d'etudiants ii y 



昨 ジット・トランスファーができます。このような問題を

含めて日本の大学ではまだまだ本当のグローパルスタン

fードが実現しておらず、1番大事なのはカリキュラムの

改革だと思いますo

｜ 日本 の 大 学 は、 本 学 は今パブリ ッ ク・ ユ ニ パ ー シ

ラトィー・コーポレーション（公立大学法 人）で、ここにい

っしゃる多くの大学はナショナル・ユニパーシティー・

ーポレーション（国立大学法人）だと思いますが、設置

を態はこの数年間で大きく変わりましたけれども、カリ

ュラムつまり大学の中味が変わっていないことに大きな

問題があると思いますo なぜカリキュラム改革ができない

か、それはカリキュラムの後ろにはファカルティ、つま

教える人がいますからその教員の意向によってカリキュ

ムが作られるという現実がなかなか直りません。しかも

れを議論するデシジョン・メイキングの場は学部教授会

あり、ここが1番問題であって、この学部教授会の自治

壊さない限り大学改革はできないということが教育再生

議の高等教育分野でのl番のポイントでした。そのため

同は学長のリーダーシップ、責任ある大学の体制が要求さ

料ると思いますo そのような状況を考えると、大学・大学

の国際化、グローパル化のための環境整備を具体的にど

う｜するかが正に問われていると思います。

東工大は非常に良い大学ですので、それに倣ってAIU

CAkita International University）の具体的な例を少し申

IJ:げます。本学は学部が1つで、インターナショナル・

リ｜ペラル・アーツ（国際教養〉という新しいコンセプトを

ち出しました。今日ここにいらっしゃる早稲田大学副総

の内田先生のところもインターナショナル・リベラル・

アトツのファカルティを同時に作られたと思います。その

イ｜ンターナショナル・リベラル・アーツとは何かという

正にリベラル・アーツ教育が非常に大事なのですが、

の多〈の大学は9 0年代初頭の大学院重点化によって、

教育が空洞化してしまいましたo 日本の大学の先生は

院教授などという肩書きを最近よく使われています

グローパルに見た場合に大学院教授とは言いません。

も1つの問題であり、大学院に籍を移して学部に出向

す ｜るという形ができたため、肝心のアンダー・グラジュエ

イ｜トにとって最も必要な教養教育が非常にスポイルされて

い陥と考え、我々はリベラル・アーツを中心とする教育中

心防大学を作り上げましたo それはインターナショナル・

リ代ラル・アーツという言葉にあるように外国語の習得、

特に英語力が非常に大きな鍵になっています。

が国の大学を卒業して英語で仕事ができる能力とし

TOEFLでPBTの旧来のスコアで6 00点以上を取れる

生は数十万の日本の卒業生の中で 0. 0596しかいませ

それで大学を卒業させているのですが、それで果た

し忙日本がこれからの知的基盤社会（knowledge-based

society）に備えることができるのか、これは日本の国力
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a 紅白peu de reconnaissance d'unites de valeurs: ECTS. 

II existe bien un systeme de reconnaissance d’unites de 

valeurs entre les umversites 1aponaises, c’est encore une 

copie du sys恰me europeen de reconnaissance mutuelle 

d’unite de valeurs. Cette reconnaissance de回nsfert d’unite 

est realisee avec un ratio de I contre 0,9 et donc le s姐ndard

mondial n'est done pas realise. D reste d’ailleurs le probl会me

du α.ll'Sus ou le programme d’enseignement en l凶・m�me.Si la

mo由lite de gestion d'organisation des universites a beaucoup 

evolue, le programme pedagogique a tr匂peu evolue, ii 

correspond au corps ense1gnant alors qu’il a du mal a evolue. 

C’est la conference des reunions de professeurs也ns chaque 

fac叫te q凶discute du contenu pedagogique dans cet陪白c凶te.

Et ii y a  une位adition d'autonomie dans chaque fac叫te, c’est 

un peu un obstacle po町une plus forte evolution. c’est aussi 

une autonomie un peu凶p forte des facultes q凶constituent

des obstacles A 1・evolution au cours de cette conference 

2006・2008s町la regeneration de l'enseignement au Japon. 

II y a egalement血ns le m�me rapport de la conference sur 

la regeneration de l'enseignement, une question relative M’ 

amenagement de l'environnement pour l'internationalisation 

des universites et des位。isiemes cycles master et d侃torat.

Je vais vous presenter une etude de伺s en quelque sorte 

de notre propre universite d’Aki也international unive四ity. 11 

n・existe qu’une seule faculte ou sont dispenses les cours bases 

sur le concept de culture generate au niv伺u int町national.

Qu'est-ce que cette culture generate internationale? C’白t la 

αlitぽe generate au sens回ditionnel du terme, cette partie a 

perdu un peu de sa substance au cours d・une certaine periode 

ou !'accent a ete surtout mis sur l'enseignement apres la 

licence. Les enseignants etaient moins motives pour donner 

des cours a des etudiants au niveau de la faculte et grice a 

un sysぬme d’echange entre universit白japonaises, les uns 

et Ies autres preferaient donner des cours aux etudiants 

en 3�mc cycles et doctorat. Et a contre-courant de cette 

tendance, nous avons cree de toute piece une universite 

avec pour concept: La culture generale internationale. Et 

dans ce cadre nous mettons beaucoup d'importance sur 

l’apprentissage de l'anglais, 0,01 % sur quelques centaines de 

diplOmes universitaires japonais ont une note de plus de 600 

au test d'anglais TOEFL est exigee. Nousぽaignons que cela 

aboutisse a un affaiblissement de la puissance de la nation 
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の低下にも繋がっていく重要な問題だと思っています。

我々は国際教養大学で、この6月にアンドレ・マルロオ

についての国際シンポジウムを行い、全世界から発表者

を公募して約30人の専門家が秋田（extremely north and 

伺st part of Japan Island）に集まってくれました。200

人ぐらいが延べ3日間アンドレ・マルロオの美学、ジャポ

ニズムや30年代の中国革命の時に著した『人聞の条件(la

Condition humaine）』等について議論を行t ，， それは正

に教養大学の在り方だと思っていますo 入学すると英語集

中課程に皆入りTOEFLのスコアで 500点以上取らないと

基盤教育、次のリベラル・アーツの教育に進めない形に

なっていますが、英語だけが全てではありません。今欧州

評議会（Council of Europe) EU で盛んに議論されている

ことはプルリリンガリズム（Plurilin巴1叫ism複言語主義）

であり、これについて私は最近、朝日新聞に文章を脅きま

したのでコピーを後ろに置いておきますが、英語でもイン

ターナショナル・へラルド・トリビューンに英訳されてい

ますので、是非ご覧いただきたいと思いますo そのプルリ

リンガリズムについて、1つの外国語からさらに、第2外

国語をやることによって、最終的には母国語が非常に洗練

されるということを大いに主張していますo したがって中

国語、韓国語、ロシア語、モンゴル語、フランス語及びス

ペイン語が第2外国語として国際教養大学では行われてお

ります。 モスクワ国際大学、フランスとはルーアン・ビジ

ネススクールと協定を結んでおり、この問、現地に行って

いるうちの学生と会いましたが、あの難しいロシア語で講

義を聴いているところまで第2外国語もやっています。つ

まりスリー・ランゲージーズを我々の学生のprinciple に

しております。そのような状況の中で、リベラル・アーツ

の1番のポイントはクリテイカル・シンキングを加何に身

につけるかですo

このカリキュラムは全体にグローパル・スタディーズ、

グローパル・ビジネス、それからトランスナショナルは特

にEUを対象にし、アメリカ、北米、アジア研究に属さな

い部分をトランスナショナル・プログラムとしており、

ジャパン・スタディーズ、ジャパン・ランゲージも留学生

は学んでいます。常に留学生が学生数の4分のl、1学 年

定員150名の少数精鋭の大学ですが常に100 名以上の留学生

が全世界から来ております。その1番のポイントは全ての

業を英語で行っていることで、これは日本でも我々の大

しかまだありませんo 大学の中の会議も英語でやってお

り、私も何とか頑張ってやっています。私はチャイナ・ス

ペシャ立ストですから中国語が1番得意ですが、教員だけ

でなく職員皆が、非常に強い外国語の能力を持ヲていま

サ 。今日、事務局長兼副学長の小山内さんが来ています

が、彼もスリー・ランゲージーズ・プリンシプルに正に合

して、英語もフランス語も良くできます。したがって国

大学に比べると、識員が非常に優秀で意思決定は教職員
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Japonaise. 

II y a quelques mois nous avons organise dans notre 

山首ve四ite un colloque s町Andre Malraux avec une住阻旬ine

d’intervenants etrangers, vous savez peut-etre que le 

departement d’Aki也se位ouve dans le nord de la principale 

ile du Japon, et nous avons pu quand meme accueillir une 

tren旬ine de specialiste du monde entier s町An世e Malraux 

notamment s町son自由etisme, son japonisme et evidemment 

vous savez qu'il a ecrit des romans comme：αConditions 

humaines円“世話tons la revolution chinoise •. 

Maintenant pour revenir a notre cursus, une fois a也凶s

dans no回universite, tous les etudian匂doivent suivre un 

cours d’anglais，回ns avoir obtenu un certain niveau au test 

TOEFL, ils ne peuvent etre promus pour l'annee s凶vante.

Bien entendu l'anglais n'est pas tout, ii faut s’adapter au 

plurilinguisme. Je viens d’6ロire m紅白le d'une tribune也ns

le quotidien As出sur ce plurilinguisme, vous a町田une copie 

de mon article. 

Avec l'apprentissage d’une deuxieme langue etrang色re,

les etudiants comprennent que la Ian思ie matemelle est tres 

importante et c’est ainsi que nous o佐ons plusieurs Ian郡es

a titre de deuxieme langue etrangere; telles que le chinois, 

le coreen, le russe, le mongole, le仕an�ais et l'espagnol. 

Nous avons des accords avec l'universite de Rouen po町le

comme四e et j・ai pu問ncontr1町nos propres etudiants en sejour 

a Rouen et certains de nos etudian也suivent p紅白itement des 

cours en russe. 

Et de ce point de vue, 1・essentiel de la culture generale 

que nous comprenons sont: un point de vue sur la science 

humaine, sur la science sociale, la methodologie empirique, 

la verification quantitative et la methode de r組位ionαitique

avec une promotion de 400 places, nous accueillons un gros 

nombre d’etudiants etrangers, ce qui est rendu possible 

justement par le fait que les cours sont dispenses en anglais. 

La reunion des enseignants est制te egalem回t en anglais, 

ce qui n'est pas facile pour moi non plus. Non seulement 

les enseignants mais le personnel administratif est tout a 

fait competent en langues etrang釘·es dans notre田市町site.

Certains maitrisent trois langues, anglais，仕an�ais et le 

japonais par exemple, donc par rapport a d加tres田市e四ites

d・6回t c’est surtout notre personnel adminis凶tif q凶田t tr es 

competent et la prise de decision est faite con ointement par 

les enseignan随et le personnel administratif. 



が共にやっています。 このようなスタンダードをとってお

り、全ての学生が1年間海外留学します。現在、約80の提

携校と協定を結んでおり、学生を送り出す前に全部相手校

のカリキュラムを調べてクレジット・トランスファーが可

能かどうかを1人l人の学生について全部精査します。世

界のトップクラスの大学と協定を結んでおり、帰ってきて

クレジット・トランスファーが容易であるか、日本の大学

はアンダー・グラジュエ イトで124単位の卒業単位ですが

約30単位はパートナー機関で取得してくるという厳しい義

務付けをしております。

最後のところは私のフランスでの経験ですが、お陰様で

随分フランスの学者 とは長い交流がありますo 特にフラン

スのシノロジー（中国学）は、アメリカのチャイナ・スタ

ディーズがポリシー・オリエ ンテッドであるのに対して、

常に社会学的な中国研究が大きな成果を上げておりま

。私も沢山のフランスと日本とのジョイントリサーチの

ッドになりました。私の本もフランス語で出ております

で、興味ある方は是非ご参照ください。

Panel Discussion• 

Tous les etudiants vont partir a l'etranger pour faire des 

etudes et avant de Jes faire partir nous verifions si I'm語versite

d'accueil a l'etranger accepte m位ansfert d'unites avec notre 

universite. II faut acquerir 124 unit白de valeur pour etre 

diplOme d’une universite japonaise et 30 unites peuvent 

etre obtenues a l'etranger. Et cela est Ia realite dans notre 

umvers1te. 

Pour terminer permettez-moi de vous faire p訂t de quelques 

experiences personnelles d'echanges avec Ies chercheurs 

fran�ais, moi je suis specialiste en etudes chinoises, Jes 

sinologues企祖伊is ont un point de vue悦s sociologique dans 

leurs凶vaux et c’est un grand plus poぽmoi. Etj’＇ai participe 

a de nombreux projets et j'ai dirige de nombreux projets de 

recherches conjoints avec la France, j'ai meme ecrit des Iivres 

en仕組�ais sぽmes回vaux de recherches. 
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